
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐出量可変型の高圧燃料ポンプにより加圧された燃料を蓄圧する高圧配管、前記高圧配
管に蓄圧された燃料を所定のタイミングで内燃機関のシリンダ内に噴射するインジェクタ
、前記インジェクタによる燃料噴射のタイミングと噴射量とを制御すると共に、前記高圧
配管内の燃料圧を制御する制御手段を備え、前記制御手段が前記内燃機関の運転状態に応
じて変化する前記高圧配管内の目標燃料圧を動作周期毎に求め、前記目標燃料圧の前回値
と今回値との偏差から前記目標燃料圧の変化に対応する燃料の偏差補正流量を算出し、こ
の算出結果の偏差補正流量と、前記高圧燃料ポンプの最大吐出流量と燃料噴射流量との差
である一吐出当たりの補正可能量とから、前記高圧燃料ポンプの吐出量を補正すると共に
、動作周期毎の前記目標燃料圧変化に対応する前回の偏差補正流量に対する実補正値に過
不足があった場合、この過不足を積算し次回補正量に反映することを特徴とする内燃機関
の燃料供給制御装置。
【請求項２】
　前記高圧燃料ポンプの吐出量は、前記高圧配管から前記インジェクタに排出される排出
量に応じて決定され、前記制御手段が、この排出量を前記インジェクタの開弁時間と前記
高圧配管内の燃料圧とから算出することを特徴とする請求項１に記載の内燃機関の燃料供
給制御装置。
【請求項３】
　前記高圧燃料ポンプの補正された一吐出周期当たりの吐出量を目標吐出量とするとき、
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前記制御手段が、前記目標吐出量の制限値を前記高圧燃料ポンプの吐出能力の最大値以下
に設定することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内燃機関の燃料供給制御装
置
【請求項４】
　前記制御手段が、前記高圧燃料ポンプの動作周期毎に、前記目標吐出量の制限値から前
記高圧配管からの排出量を減算し、この減算値と前記目標燃料圧の偏差とから一吐出当た
りの補正量を算出することを特徴とする請求項３に記載の内燃機関の燃料供給制御装置。
【請求項５】
　前記制御手段が、動作周期毎の前記目標燃料圧変化に対応する偏差補正流量の過不足分
の積算値が含まれた補正残量に基づき、前記高圧配管内の燃料圧の増圧、または、減圧を
判定することを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の内燃機関の燃料供
給制御装置。
【請求項６】
　

のいずれか一項に記載の内燃機関の燃料供給制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、燃焼室に直接高圧燃料を噴射する筒内噴射形内燃機関の燃料供給制御装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
内燃機関の燃焼室に直接高圧燃料を噴射する燃料供給系においては、低圧燃料ポンプによ
り燃料タンクから汲み上げた燃料を、内燃機関のカム等により駆動される高圧燃料ポンプ
により昇圧してコモンレールなど高圧燃料配管に蓄圧し、蓄圧された燃料をインジェクタ
により燃焼室内に直接噴射するように構成される。燃料噴射量を制御するためには蓄圧さ
れた燃料圧を精度よく制御することが必要であるが、この燃料圧の制御は、高圧燃料ポン
プの吐出量を可変にする可変容量型ポンプを用いて必要な燃料量のみを高圧燃料配管系に
吐出することにより実現している。
【０００３】
この吐出量の制御は、内燃機関の回転数と負荷、および、高圧燃料配管内の目標燃料圧な
どから算出されるフィードフォワード制御により高圧燃料ポンプの目標吐出量を算出制御
することにより、高圧燃料配管内の燃料圧を目標燃料圧に租調整し、高圧燃料配管内の目
標圧力と、高圧燃料配管に設けられた燃料圧力検出用の燃料圧力センサにより検出された
実燃料圧との偏差に応じて燃料吐出量、あるいは、吐出開始タイミングをフィードバック
制御で微調整することにより、高圧燃料配管内の燃料圧を目標燃料圧に制御するのが一般
的である。
【０００４】
このような高圧燃料配管内の燃料圧を精度よく制御するものとして、例えば、特開平１１
－３０１５０号公報にその技術が開示されている。この公報に開示された技術は、高圧燃
料配管内の燃料圧を目標圧力に制御するために、高圧燃料配管内の目標燃料圧と燃料噴射
弁の開弁時間とに基づいて高圧燃料ポンプ吐出量のフィードフォワード量を算出し、目標
燃料圧と実燃料圧との偏差に応じてフィードバック制御を実施する構成に加え、フィード
フォワード量に対して高圧燃料ポンプの回転速度や燃料温度に応じた燃料リーク量を補正
するものであり、この補正により高圧燃料ポンプの使用環境や運転状態とは無関係に正確
な目標ポンプ吐出量を算出し、高圧燃料配管内の燃料圧をより正確に目標燃料圧に制御す
るようにしたものである。
【０００５】
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前記制御手段が、前記高圧配管内の燃料圧が増圧であると判定したとき、前記目標燃料
圧変化に対応する偏差補正流量の過不足分の積算値が含まれた補正残量から今回補正分で
ある前記高圧燃料ポンプ一吐出当たりの補正量を減算して次回補正に反映することを特徴
とする請求項１～請求項５



【発明が解決しようとする課題】
しかし、この公報に記載された補正は、目標燃料圧と燃料噴射弁の開弁期間などから求ま
る基本吐出量に高圧燃料ポンプの回転速度や温度、および、燃料圧力に応じたリーク量の
補正を実施した値であるから、高圧燃料配管内の燃料圧が定常的に安定している場合を想
定した制御であり、この場合には精度良く制御が実施できるが、高圧燃料配管内の目標燃
料圧が変化した場合には即座に目標値通りに燃料圧を制御することができないものである
。
【０００６】
このような場合であっても、ある程度の時間が経過すればフィードバック制御により実燃
料圧は目標燃料圧に一致するように補正されるが、応答性良く追従させる事は出来ないと
いう問題がある。また、応答性をよくするためにフィードバック制御の制御ゲインを大き
く設定した場合、偏差が大きい場合の応答性は向上するが、偏差が小さい場合などにはハ
ンチングやオーバーシュートなどの弊害が発生し、安定的に制御するために目標燃料圧に
対する追従性を最善のものとする制御ゲインの設定ができないという問題点が存在するも
のである。
【０００７】
この発明は、このような課題を解決するためになされたもので、高圧燃料配管内の目標燃
料圧の変化に対する要求燃料の量を算出し、算出結果に基づきフィードフォワード量を補
正することにより、目標燃料圧の変化に即座に追従することが可能な内燃機関の燃料供給
制御装置を得ることを目的とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係わる内燃機関の燃料供給制御装置は、吐出量可変型の高圧燃料ポンプによ
り加圧された燃料を蓄圧する高圧配管と、高圧配管に蓄圧された燃料を所定のタイミング
で内燃機関のシリンダ内に噴射するインジェクタと、インジェクタによる燃料噴射のタイ
ミングと噴射量とを制御すると共に、高圧配管内の燃料圧を制御する制御手段とを備え、
制御手段が内燃機関の運転状態に応じて変化する高圧配管内の目標燃料圧を動作周期毎に
求め、目標燃料圧の前回値と今回値との偏差から目標燃料圧変化に対応する燃料の偏差補
正流量を算出し、

高圧燃料ポンプの吐出量を補正
するようにしたものである。
【０００９】
また、記制御手段が、動作周期毎の目標燃料圧変化に対応する

を積算し、次回補正量に反映するようにした
ものである。
　さらに、高圧燃料ポンプの吐出量が、高圧配管からインジェクタに排出される排出量に
応じて決定され、制御手段が、この排出量をインジェクタの開弁時間と高圧配管内の燃料
圧とから算出するようにしたものである。
【００１０】
さらにまた、高圧燃料ポンプの補正された一吐出周期当たりの吐出量を目標吐出量とする
とき、制御手段が、目標吐出量の制限値を高圧燃料ポンプの吐出能力の最大値以下に設定
するようにしたもので
【００１１】
さらに、制御手段が、高圧燃料ポンプの動作周期毎に、目標吐出量の制限値から高圧配管
からの排出量を減算し、この減算値と目標燃料圧の偏差とから一吐出当たりの補正量を算
出するようにしたものである。
さらにまた、制御手段が、動作周期毎の目標燃料圧変化に対応する偏差補正流量の積算値
に基づき、高圧配管内の燃料圧の増圧、または、減圧を判定するようにしたものである。
【００１２】
　また、制御手段 圧配管内の燃料圧が増圧であると判定したとき、目標燃料圧変化
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この算出結果の偏差補正流量と、高圧燃料ポンプの最大吐出流量と燃料
噴射流量との差である一吐出当たりの補正可能量とから、

前回偏差補正流量に対する
実補正量に過不足があった場合、この過不足

ある。

が、高



に対応する偏差補正流量の積算値から今回補正分である高圧燃料ポンプ一吐出当たりの補
正量を減算して次回補正に反映するようにしたものである。
【００１３】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
図１は、この発明の実施の形態１による内燃機関の燃料供給制御装置の概略構成図、図２
は、処理動作を説明するフローチャートである。図１において、内燃機関１は火花点火式
ガソリン機関の例を示しており、燃料は燃料タンク２から低圧燃料フィードポンプ３によ
り汲み上げられ、高圧燃料ポンプ４に供給される。高圧燃料ポンプ４で加圧された燃料は
高圧配管５に蓄圧され、高圧配管５からインジェクタ６に供給される。高圧配管５には加
圧された燃料の燃料圧を計測する燃料圧センサ７が設けられ、また、高圧燃料ポンプ４に
は不要な燃料を燃料タンク２に戻すための低圧スピル弁８が設けられ、内燃機関１のクラ
ンク軸にはクランク角センサ９が設けられている。燃料圧センサ７やクランク角センサ９
の信号は制御手段１０に与えられ、制御手段１０は各種信号を入力して燃料の噴射量や噴
射時期、および、点火時期などを制御すると共に、高圧配管５に蓄圧される燃料圧を制御
する。
【００１４】
インジェクタ６は内燃機関１のシリンダ内に直接燃料を噴射するように構成されているが
、内燃機関１の圧縮行程において燃料を噴射する場合には燃料圧がシリンダ内の圧縮圧よ
り相対的に高圧であることが必要であり、このために、燃料タンク２から低圧燃料フィー
ドポンプ３により汲み上げられた燃料は内燃機関１のカムなどにより機械的に駆動される
高圧燃料ポンプ４により加圧され、高圧配管５に供給される。高圧燃料ポンプ４と高圧配
管５との接続部には図示しない逆止弁が取り付けられており、この逆止弁により高圧配管
５に吐出された燃料は高圧配管５内に蓄圧され、インジェクタ６により内燃機関１のシリ
ンダ内に噴射される。
【００１５】
高圧配管５内の燃料圧は、蓄圧される燃料の量を増減することにより変化させられ、この
ために、高圧燃料ポンプ４には可変吐出量型高圧燃料ポンプが用いられる。この可変吐出
量型高圧燃料ポンプは、固定吐出量型高圧燃料ポンプのプランジャの燃料吸引配管と平行
に低圧スピル配管が設けられ、この高圧燃料ポンプ４と低圧スピル配管との接続部には電
気的に開閉可能な電磁バルブである低圧スピル弁８が取り付けられ、高圧燃料ポンプ４の
加圧および吐出行程の期間において、所定のタイミングで開閉制御することにより、高圧
配管５には必要な量の燃料を吐出し、余分な燃料をスピル配管へ放出するものである。
【００１６】
この低圧スピル弁８の開閉制御は燃料圧センサ７が検出する高圧配管５内の燃料圧を検出
して制御手段１０が制御するものである。また、低圧スピル配管は、図１では燃料タンク
２にリターンする構成となっているが、高圧燃料ポンプ４のプランジャの吸引側に接続し
、高圧燃料ポンプ４の吸入行程にて再吸引する構成を採ることができる。この高圧燃料ポ
ンプ４の基本的な制御手法につき説明すると次の通りである。
【００１７】
まず、高圧配管５内の燃料圧を一定に制御する場合、インジェクタ６が噴射した燃料の量
と同量の燃料を高圧燃料ポンプ４から吐出させ、高圧配管５に補充すればよい。また、高
圧配管５内の燃料圧を変化させる場合には、このバランスを崩し、インジェクタ６による
噴射燃料の量と高圧燃料ポンプ４から吐出して高圧配管５に補充する燃料の量とに差を設
ければよいことになる。ここで、インジェクタ６の噴射量は内燃機関１の運転状態により
決定され、このためにインジェクタ６の開弁時間と高圧配管５内の燃料圧とが制御される
ものであり、高圧配管５内の燃料圧力を制御するためには、基本的には高圧燃料ポンプ４
の吐出量を変化させることになる。
【００１８】
続いて、内燃機関の運転状態の変化に伴う高圧配管５内の目標燃料圧変化に応じた高圧燃

10

20

30

40

50

(4) JP 3777340 B2 2006.5.24



料ポンプ４の吐出量補正処理法を図２のフローチャートにより説明するが、以下の説明に
おいては、高圧燃料ポンプ４の一吐出に対するインジェクタ６の噴射は一噴射であるとし
、この吐出と噴射を一組で制御してその制御周期も一吐出毎に行う場合を一例として説明
する。
【００１９】
図２において、動作が開始されると制御手段１０はまず、ステップ２０１にて前回の周期
における目標燃料圧（ＰＦｏｂｊｏｌｄ）と今回の目標燃料圧（ＰＦｏｂｊ）とを比較し
、その偏差（ＰＦｏｂｊｄｌｔ）を算出する。続いてステップ２０２に進み、制御手段１
０内のＲＯＭに記憶された変換データ（ＴＱＦｏｂｊｄｌｔ）により、目標燃料圧の偏差
（ＰＦｏｂｊｄｌｔ）に対応する燃料の流量である偏差補正流量（ＱＦｏｂｊｄｌｔ）を
算出する。
【００２０】
ここで算出した偏差補正流量（ＱＦｏｂｊｄｌｔ）は一制御周期、すなわち、この実施の
形態においては高圧燃料ポンプ４の一吐出周期における高圧配管５内の目標燃料圧の変動
分に対応して高圧配管５に供給する流量であり、目標燃料圧は内燃機関１の運転状態によ
り変わるものであるから、この変動の方向は正、または、負のいずれの値をも取り得るも
のである。
【００２１】
このように算出された高圧配管５内の目標燃料圧変動分に対応する偏差補正流量（ＱＦｏ
ｂｊｄｌｔ）に基づき、高圧燃料ポンプ４の吐出量補正が次のように行われる。まず、ス
テップ２０３において、偏差補正流量（ＱＦｏｂｊｄｌｔ）を前回までの制御周期におけ
る補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）に加算して補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）
の値を更新する。これは、後述するように高圧燃料ポンプ４の吐出量が有限であるため、
前回の偏差補正流量に対する実補正量に過不足があった場合にこの過不足分を積算してゆ
くものである。
【００２２】
続いてステップ２０４に進み、制御手段１０が別途演算制御するインジェクタ６の制御情
報から、燃料噴射に関して実効駆動時間（Ｔｉｎｊ）と、所定のタイミングにて制御手段
１０に入力される高圧配管５内の燃料圧（ＰＦｒｅａｌ）とを読み取る。続くステップ２
０５ではこの実効駆動時間（Ｔｉｎｊ）とインジェクタ６の基準燃料圧時における時間当
たりの流量ゲイン（Ｇｉ）とを積算して基準燃料圧時における燃料噴射量（ＱＦｉｎｊｒ
ｅｆ）を算出し、ステップ２０６ではこの基準燃料圧時における燃料噴射量（ＱＦｉｎｊ
ｒｅｆ）を上記した高圧配管５内の燃料圧（ＰＦｒｅａｌ）の値により補正して今回の制
御周期におけるインジェクタ６の燃料噴射流量（ＱＦｉｎｊ）を算出する。ここでの燃料
噴射流量（ＱＦｉｎｊ）は高圧配管５内の燃料排出量に相当することになる。
【００２３】
続くステップ２０７では予め制御手段１０内のＲＯＭに記憶させていた変換データ（ＴＱ
Ｆｏｕｔｍａｘ）と、高圧配管５内の燃料圧（ＰＦｒｅａｌ）および高圧燃料ポンプ４の
回転数（Ｎｐｍｐ）に基づき、一吐出当たりの高圧燃料ポンプ４の最大吐出流量（ＱＦｏ
ｕｔｍａｘ）を算出する。この算出した値は一吐出当たり目標吐出量の制限値に相当する
ものである。
【００２４】
続いてステップ２０８において、ステップ２０３にて更新して算出された補正残量（ＱＦ
ｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）が所定値と比較され、この補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の
値が所定値より大きい場合は高圧配管５内の目標燃料圧が増圧変化であると判定してステ
ップ２０９に進む。また、大きくない場合にはステップ２１４にて補正残量（ＱＦｏｂｊ
ｄｌｔｒｓｔ）の値が所定値より小さいかどうかを判定し、小さい場合は高圧配管５内の
目標燃料圧が減圧変化であると判定してステップ２１５に進む。
【００２５】
ステップ２０８において高圧配管５内の目標燃料圧変化が増圧変化であると判定された場
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合にはステップ２０９に進み、高圧燃料ポンプ４の最大吐出流量（ＱＦｏｕｔｍａｘ）と
燃料噴射流量（ＱＦｉｎｊ）との差を一吐出当たりの補正可能量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｃｂ
ｕｆ）として算出する。続くステップ２１０ではこの算出結果が先に算出した補正残量（
ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）よりも大きいかどうかを判定し、大きい場合には高圧配管５内
の目標燃料圧変化分に対する要求流量が高圧燃料ポンプ４の一吐出で補正可能と判断して
ステップ２１１に進み、補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の値を一吐出当たりの補正
量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｃ）として代入する。
【００２６】
ステップＳ２１０での判定結果が大きくなかった場合は、高圧配管５内の目標燃料圧変化
分に対する要求流量が高圧燃料ポンプ４の一吐出では補正不可能であると判断してステッ
プ２１２に進み、補正可能量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｃｂｕｆ）の値を一吐出当たりの補正量
（ＱＦｏｂｊｄｌｔｃ）として代入する。これにより、高圧配管５内の目標燃料圧変化分
に対する要求流量が一吐出で補正不可能な場合には高圧燃料ポンプ４の最大能力で吐出し
てシステム上最良の応答性を得る事が可能となる。そして、次のステップ２１３では高圧
配管５内の補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）から今回の補正分である補正量（ＱＦｏ
ｂｊｄｌｔｃ）を減算して補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の値を更新する。
【００２７】
ステップ２１４にて補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の値が所定値より小さい場合は
ステップ２１５に進み、高圧配管５内の目標燃料圧変化が減圧変化である場合の処理を行
う。この処理は、まず、ステップ２１５において、補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）
の絶対値が燃料噴射流量（ＱＦｉｎｊ）よりも小さいかどうかを判定する。小さい場合、
一吐出分の補正で高圧配管５内の燃料圧を目標燃料圧にすることができると判断してステ
ップ２１６に進み、補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の値を一吐出当たりの補正量（
ＱＦｏｂｊｄｌｔｃ）に代入する。
【００２８】
ステップ２１５において補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の絶対値が燃料噴射流量（
ＱＦｉｎｊ）よりも小さくなかった場合、高圧配管５内の目標燃料圧変化分に対する要求
流量が不要であると判断してステップ２１７に進み、燃料噴射流量（ＱＦｉｎｊ）を負の
値に換算して一吐出当たりの補正量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｃ）として代入する。そして、ス
テップ２１８では補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）から今回補正する補正量（ＱＦｏ
ｂｊｄｌｔｃ）を減算して補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の値を更新する。なお、
ステップ２１４にて補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）の値が所定値より小さくない場
合は所定値と等しいことになり、この場合はステップ２１９に進んで補正量は０となる。
【００２９】
最後にステップ２２０に進んで別途制御手段１０にて算出する高圧燃料ポンプ４の基本目
標吐出量（ＱＦｂａｓｅ）に今回算出した補正量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｃ）を加算して高圧
燃料ポンプ４の目標吐出量（ＱＦｏｕｔ）とし、別ルーチンにて高圧燃料ポンプ４の吐出
量を制御する。次のルーチンのステップ２０３において偏差補正流量（ＱＦｏｂｊｄｌｔ
）に加算される補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）はステップ２１３、または、ステッ
プ２１８にて更新されたものであり、補正残量（ＱＦｏｂｊｄｌｔｒｓｔ）はこのように
して積算されることになる。
【００３０】
この様に制御することにより、高圧配管５内の目標燃料圧が変化した場合の高圧配管５内
の要求燃料量をフィードフォワードで補正できるため応答性が良く、かつ、要求流量が物
理的に一回の高圧燃料ポンプ４の吐出量制御によっては制御できない量であっても、算出
結果を積算して記憶しておき、一回の制御で補正可能な量のみを算出して高圧燃料ポンプ
４の吐出量制御に反映させ、積算量から算出値を減算して補正残量を算出するので、オー
バーシュートやアンダーシュートすること無く、高圧燃料システム上最善の応答性で制御
することが可能となるものである。
【００３１】
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【発明の効果】
　以上に説明したように、この発明の内燃機関の燃料供給制御装置において、請求項１に
記載の発明によれば、吐出量可変型の高圧燃料ポンプにより加圧された燃料を蓄圧する高
圧配管と、この蓄圧された燃料を所定のタイミングで内燃機関のシリンダ内に噴射するイ
ンジェクタと、インジェクタによる燃料噴射タイミングと噴射量とを制御すると共に、高
圧配管内の燃料圧を制御する制御手段とを備え、制御手段が、内燃機関の運転状態に応じ
て変化する高圧配管内の目標燃料圧を動作周期毎に求め、目標燃料圧の前回値と今回値と
の偏差から目標燃料圧変化分に対応する燃料の偏差補正流量を算出し、

高圧燃料ポンプの吐出量を補正するようにしたので、高圧配管内の
燃料圧を目標燃料圧にフィードフォワードで補正でき、応答性の良好な補正が可能になる
ものである。

【００３３】
　さらに、 発明において、高圧燃料ポンプの
吐出量が、高圧配管からインジェクタに排出される排出量に応じて決定され、制御手段が
、この排出量をインジェクタの開弁時間と高圧配管内の燃料圧とから算出するようにした
ので、制御手段による補正量の算出が容易となるものである。
【００３４】
　さらにまた、 発明において、高圧燃料
ポンプの補正された一吐出周期当たりの吐出量を目標吐出量とするとき制御手段が、目標
吐出量の制限値を高圧燃料ポンプの吐出能力の最大値以下に設定するようにしたので、高
圧燃料ポンプが補正量の算出値に追従して精度よく補正することが可能になるものである
。
【００３５】
　また、 制御手段が高圧燃料ポンプの動作周期毎に目標
吐出量の制限値から高圧配管からの排出量を減算し、この減算値と目標燃料圧の偏差とか
ら一吐出当たりの補正量を算出するようにしたので、高圧燃料ポンプの吐出能力に合致し
た補正量の決定ができるものである。
【００３６】
　さらにまた、請求項５に記載の発明によれば、制御手段が、動作周期毎の目標燃料圧変
化分に対応する偏差補正流量の過不足分の積算値が含まれた補正残量に基づき、高圧配管
内の燃料圧の増圧、または、減圧を判定するようにしたので、各動作周期毎の補正を容易
に、また、正確に判定することが
【００３７】
　さらに、 に記載の発明によれば、制御手段が、高圧配管内の燃料圧が増圧であ
ると判定したとき、目標燃料圧変化分に対応する偏差補正流量の過不足分の積算値が含ま
れた補正残量から今回補正分である高圧燃料ポンプ一吐出当たりの補正量を減算するよう
にしたので 配管内の燃料圧補正量を精度よく算出することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１による内燃機関の燃料供給制御装置の概略構成図であ
る。
【図２】　この発明の実施の形態１による内燃機関の燃料供給制御装置の処理動作を説明
するフローチャートである。
【符号の説明】
１　内燃機関、２　燃料タンク、３　低圧燃料フィードポンプ、
４　高圧燃料ポンプ、５　高圧配管、６　インジェクタ、
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この算出結果の偏
差補正流量と、高圧燃料ポンプの最大吐出流量と燃料噴射流量との差である一吐出当たり
の補正可能量とから、

また、前記制御手段が、動作周期毎の目標燃料圧変化分に対応する前記偏差
補正流量に対する実補正量に過不足があった場合、この過不足を積算し、次回補正量に反
映するようにしたので、高圧燃料ポンプの吐出能力などにより一回の補正で目標燃料圧の
補正ができない場合などにおいても積算値を記憶して高圧配管内の燃料圧を目標燃料圧に
補正でき、オーバーシュートやアンダーシュートを防止することができるものである。

請求項２に記載の発明によれば、請求項１の

請求項３に記載の発明によれば、請求項１～２の

請求項４に記載の発明によれば、

できるものである。

請求項６

、高圧



７　燃料圧センサ、８　低圧スピル弁、９　クランク角センサ、
１０　制御手段。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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